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 9月下旬から徐々に秋めいてきて、10月下旬にな

ると朝方寒い日も増えてきました。10月4日(月)の

朝の集い（全校朝礼）では全校児童に秋の朝夕と

日中の寒暖差を伝え、特に今年は衣類の重ね着が

コロナ対策のために重要だと話しました。 

 本校は標高５８５ｍで都留市で冬一番寒い公立

学校です。ここ一週間で車窓が凍り、薄霜が降り

た日が2日ありました。逆に低地なのは、標高３９

５ｍの禾生第二小学校で、標高差は１９０ｍにも

なります。標高が１００ｍ上がると一般的に0.6℃

気温が下がるそうです。つまり、附属小は禾二小

より1℃は気温が低いと考えられます。雪が多いの

も納得です。現状、本校児童は元気いっぱいで欠

席もほとんどなく、寒いということをなかなか言

いません。たくましい附属っ子たちです。 

 しかし、教室の窓を開けたままのコロナ対応も

健康のためです。燃料費が高騰している状況下で

すが、健康保持のためにストーブの早めの使用開

始や燃料予算の配慮等を教育委員会にもお願いし

ています。中学校では防寒着着用での窓全開授業

を実施予定のところもあるそうです。健康観察等

でお手数をおかけしておりますが、ご家庭におか

れましては、子どもたちが温かく学校生活が送れ

ますよう服装等に特段のご配慮をお願いします。 

 9月25日(土)運動会を皮切りに、裏面に掲載した9

月30日(木)秋の遠足と大きな行事が無事に済みまし

た。1週間でこの大行事が二つ行われることは通常

あり得ません。これもコロナ対策のためでした。10

月15日(金)には授業参観と6学年修学旅行説明会も

実施することができて、親子とも楽しそうでした。 

 また、10月18日(月)から文大ＳＡＴも再開され、

市の端末操作補助員の方も招いてタブレットの学習

も進んでいます。「ウイズ・コロナ」で粛々と。  

 10月15日(金)に授業参観が行われました。6学年は

大月警察署の方を招いてのスマホ親子学習でした。

具体的でネットの怖さがよくわかったそうです。 

 テレビは子どもを画面に釘付けにして子どもが学

習やお手伝いをしない原因となり、ゲームは指先と

目を酷使してゲーム脳という言葉も生まれるくらい

子どもたちをむしばみました。 

 スマホにはこれらの要素が全て含まれ、情報発信

もできるために格段に問題を複雑化させています。

神奈川県の久里浜医療センターという病院では「イ

ンターネット依存治療部門」という専門の治療部門

と入院施設まで開設していて、児童生徒の入院患者

もいます。問題は深刻です。そしてこれは誤った

ネット利用が原因であることが多いそうです。 

 親が子守がわりにスマホを与え、子どもは動画や

ゲームを大人の目がないところで時間も内容も自由

に、ルールなしで使う。問題のある動画を目にした

り、個人情報をアップロードして事件に巻き込まれ

たり、ソーシャルネットワークで仲間外しや誹謗中

傷を受けたり、スマホ漬けで生活がすさみ昼夜逆転

となったり・・・。事件の加害者にもなり得る。 

 見えないスマホからのネットの世界では「感情を

むき出しにしない優しさ、使いこなして巻き込まれ

ない賢さ、誘惑や欲望に負けないたくましさ」が必

要です。これらは子どもばかりでなく、大人にも必

要です。進学前の6年生には大切な学習でしたが、

実は下の学年や小学校入学前の幼児期から大人が気

を配っていかなくては手後れの場合もあります。 

 ご家庭の皆様には、安易にスマホを買い与えるこ

となく、子どもたちが情報化社会で生きていけるよ

う適切な準備をしてほしいと思います。「友達も

持っているから」では正当化はできません。 
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 ＜１・２年生 恩賜林公園（富士吉田市）河口湖遊覧船（富士河口湖町）＞ 

 

＜３・４年生 県立考古博物館（甲府市）桔梗屋工場（笛吹市）ブドウ狩り（甲州市）＞ 

 

＜５年生 都留アルプス踏破（都留市） ひたすら歩いたので学校林体験写真も掲載＞ 

 

 

 

 

ボルダリングに挑戦 ズボンに葉っぱの芸術 芝生で秋を満喫 湖上でうの島を背景に 

土器を専門家に聞く 昔の火起こしは大変 工場のお菓子のお勉強 丁寧にブドウを収穫 

体育館前で出発式 ロープを引いて倒木 森林組合の方々に感謝 

 天候も不安な中でしたが、秋の遠足が9月30日(木)に無事実施できました。やはり校外へ出て友達

と一緒に活動するのは楽しいものです。学力は重要ですが、人格形成には様々な体験が不可欠です。

楽しくも実りある遠足だったようで、遠足後の学校生活が充実しています。 

 特に5年生は楽しみだった東京遠足が実施不可能なため、谷村、開地、東桂を高い山から見下ろし

都留市の様子を学習する散策をしました。5年生だけが遠足の方面変更になりました。 

 道のりは体感三つ峠登

山以上。深田の発電所脇

を登りはじめ、円通院

裏、鍛冶屋坂トンネル

上、うぐいすホール裏、

十日市場駅裏、東桂地区

古渡へ下山、蒼竜峡、都

留文科大学前駅終着と超

ハードに大自然と地域の

眺望を満喫しました。 

１０月１７日（火）に５年生は、学校林体験も

しました。他の学年も別日に体験します。自然

も英語も科学もがんばる附属っ子たちです。 


